
唐
末
の
盧
龍
節
度
使
に
お
け
る
「
大
王
」
号
の
出
現

一
〇
一

唐
末
の
盧
龍
節
度
使
に
お
け
る
「
大
王
」
号
の
出
現

新　

見　

ま
ど
か

は
じ
め
に

　

幽
州
盧
龍
軍
節
度
使
（
以
下
、
盧
龍
節
度
使）

1
（

）
と
は
、
唐
後
半
期
、
幽
州

（
現
在
の
北
京
）
を
会
府
に
、
唐
朝
の
東
北
方
一
帯
を
領
有
し
た
節
度
使
で
あ

る
。
同
じ
河
北
に
位
置
し
た
魏
博
節
度
使
（
会
府
：
魏
州
）・
成
徳
節
度
使

（
会
府
：
鎮
州
）
と
並
び
、
い
わ
ゆ
る
「
河
朔
三
鎮
」
の
一
つ
に
数
え
上
げ
ら

れ
る
こ
の
藩
鎮
は
、
し
ば
し
ば
藩
帥
の
任
免
な
ど
を
巡
っ
て
唐
朝
と
衝
突
し

た
が
、
一
方
で
外
国
と
の
折
衝
を
担
う
押
蕃
使
を
兼
任
し
て
北
方
の
遊
牧
民

対
策
を
担
っ
て
き
た
。
唐
朝
に
と
っ
て
は
、
警
戒
す
べ
き
で
あ
る
と
同
時
に

手
放
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
存
在
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

そ
の
た
め
盧
龍
節
度
使
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
専
論
が
蓄
積

さ
れ
て
き
た
。
松
井
秀
一
﹇
一
九
五
九
﹈
は
、
盧
龍
節
度
使
の
沿
革
及
び
地

理
・
軍
事
・
経
済
的
環
境
な
ど
、
基
礎
的
な
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た

呉
光
華
﹇
一
九
八
一
／
一
九
九
〇
﹈
は
、
特
に
成
立
初
期
か
ら
九
世
紀
初
め

ま
で
の
軍
団
の
特
色
を
、
幽
州
在
地
と
の
繋
が
り
や
人
的
結
合
の
強
さ
に
注

目
し
て
考
察
し
た
。
さ
ら
に
馮
金
忠
に
は
、
軍
団
の
組
織
構
成
﹇
馮
金
忠
二

〇
〇
二
﹈
や
、
朝
廷
と
の
関
係
﹇
馮
金
忠
二
〇
〇
六
﹈
を
整
理
し
た
成
果
も

あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
主
に
編
纂
資
料
の
豊
富
な
九
世
紀
前
半
ま

で
を
中
心
に
扱
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
詳
細
な
言
及

を
し
て
い
な
い
。
ゆ
え
に
唐
末
の
盧
龍
節
度
使
に
対
す
る
見
方
は
、
李
克
用

や
朱
全
忠
、
さ
ら
に
は
北
方
か
ら
抬
頭
し
た
契
丹
な
ど
に
翻
弄
さ
れ
、
新
た

な
時
勢
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
否
定
的
な
も
の
と
な
り
が
ち
で
あ
っ

た
﹇
松
井
一
九
五
九
、
三
一
頁
﹈。
と
こ
ろ
が
近
年
は
、
こ
の
頃
の
盧
龍
節
度

使
が
、
魏
博
・
成
徳
節
度
使
な
ど
と
比
べ
れ
ば
積
極
的
な
軍
事
行
動
を
取
っ

て
い
た
と
評
価
す
る
動
き
が
あ
る
﹇
馮
金
忠
二
〇
一
二
Ｂ
、
二
〇
六－

二
〇

七
頁
﹈。
さ
ら
に
十
世
紀
、
唐
滅
亡
後
の
情
勢
を
展
望
す
れ
ば
、
盧
龍
節
度
使

の
子
孫
を
名
乗
る
人
物
が
契
丹
に
仕
え
そ
の
支
配
を
支
え
た
事
例
や
﹇
王
成

生
一
九
八
七
、
一
四
三
頁
﹈、
契
丹
と
宋
と
の
増
幣
交
渉
で
活
躍
し
た
事
例

﹇
陶
晋
生
二
〇
一
三
、
四
五
六
頁
﹈
な
ど
が
存
在
す
る
。
盧
龍
節
度
使
が
唐
代



一
〇
二

か
ら
五
代
、
さ
ら
に
は
遼
・
宋
代
の
政
治
展
開
に
与
え
た
影
響
は
、
今
改
め

て
見
直
さ
れ
る
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と
い
え
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
考
察
を
行
う
た
め
に
は
、

前
提
と
し
て
九
世
紀
前
半
と
十
世
紀
以
降
と
の
間
に
残
さ
れ
た
研
究
の
空
白

期
間
、
特
に
黄
巣
の
乱
（
八
七
五
〜
八
八
四
）
以
降
の
九
世
紀
末
に
お
け
る
、

盧
龍
節
度
使
の
動
向
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
史
料

が
、
幽
州
の
憫
忠
寺
（
現
在
の
北
京
、
法
源
寺
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
景

福
元
年
（
八
九
二
）
作
成
の
「
重
蔵
舎
利
記
」
と
名
付
け
ら
れ
た
石
刻
で
あ

る
。
こ
の
石
碑
は
こ
れ
ま
で
、
盛
会
蓮
二
〇
〇
七
／
松
浦
二
〇
〇
九
／
盛
会

蓮
二
〇
一
一
ら
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
た
だ
し
そ
の
考
察
は
、

盧
龍
節
度
使
に
よ
る
仏
教
庇
護
を
主
眼
と
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
碑
文
の
中

で
盧
龍
節
度
使
が
、「
大
王
」
と
い
う
特
殊
な
称
号
で
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
十
分
に
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
「
大
王
」
号
を
使
用
し
た
節
度
使
に
は
、
唐
滅
亡
後
の
十
世
紀
、
河
西
回
廊

の
要
地
敦
煌
を
支
配
し
た
帰
義
軍
節
度
使
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に

多
く
の
検
討
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る）

2
（

。
な
ん
と
な
れ
ば
こ
の
称
号
は
、
中

原
王
朝
や
隣
接
す
る
諸
外
国
と
節
度
使
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
節
度
使
権
力

そ
の
も
の
の
在
り
方
を
解
明
す
る
、
重
要
な
指
標
の
一
つ
と
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
﹇
栄
新
江
一
九
九
六
、
六
〇－

六
二
頁
﹈。
こ
の
こ
と
を

踏
ま
え
れ
ば
、
時
期
・
地
域
の
違
い
は
あ
れ
ど
九
世
紀
末
の
唐
朝
に
お
け
る

盧
龍
節
度
使
の
政
治
的
・
軍
事
的
立
場
を
解
明
す
る
際
に
も
、
そ
の
「
大
王
」

号
に
関
す
る
検
討
は
必
須
と
な
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
重
蔵
舎
利
記
」
の
記
述
を
手
掛
か
り
に
、
盧
龍
節
度

使
に
お
け
る
「
大
王
」
号
の
出
現
と
そ
の
意
義
を
考
え
た
い
。
具
体
的
に
は
、

ま
ず
碑
文
に
「
大
王
」
号
が
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
を
、
次
に
同
様

の
称
号
を
記
し
た
他
の
史
料
に
お
け
る
用
例
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、

盧
龍
節
度
使
を
取
り
巻
く
周
囲
の
状
況
を
把
握
し
た
う
え
で
、「
大
王
」
号
が

如
何
な
る
背
景
の
も
と
で
誕
生
し
た
の
か
を
考
察
す
る
。

一
、
憫
忠
寺
「
重
蔵
舎
利
記
」
に
み
え
る
「
大
王
」
号

（
一
）　
「
重
蔵
舎
利
記
」
概
要

　

憫
忠
寺
は
、
唐
の
貞
観
十
九
年
（
六
四
五
）、
太
宗
が
高
句
麗
遠
征
で
没
し

た
兵
士
ら
を
弔
う
た
め
に
建
築
さ
せ
、
則
天
武
后
の
と
き
「
憫
忠
寺
」
の
寺

額
を
賜
っ
た
寺
院
で
あ
る
。
本
章
で
検
討
す
る
「
重
蔵
舎
利
記
」（
以
下
「
舎

利
記
」）
は
、
唐
の
景
福
元
年
（
八
九
二
）
十
二
月
十
八
日
、
憫
忠
寺
僧
侶
の

南
叙
が
著
わ
し
た
も
の
で
、
憫
忠
寺
の
沿
革
、
こ
と
に
度
重
な
る
火
災
に
よ

る
伽
藍
の
消
失
と
そ
の
復
興
を
記
す
。
碑
石
の
大
き
さ
は
、
縦
五
十
〜
五
十

二
セ
ン
チ
、
横
九
十
七
〜
九
十
八
セ
ン
チ
の
横
長
で
、
一
行
約
二
十
二
字
、

四
十
一
行
か
ら
成
る
。
元
々
は
憫
忠
寺
内
に
あ
る
憫
忠
閣
と
い
う
建
物
の
東

壁
に
嵌
め
込
ま
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
閣
の
中
に
移
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

拓
本
写
真
は
『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
滙
編
』
第
三
四
冊
﹇
二

八
頁
﹈
に
、
録
文
は
『
金
石
萃
編
』
巻
一
一
八
﹇
二
一
五
一－

二
一
五
三
頁
﹈

の
他
、『
法
源
寺
貞
石
図
録
』﹇
九－

一
一
頁
﹈
／
盛
会
蓮
二
〇
〇
七
﹇
三
五

－

三
六
頁
﹈
／
松
浦
二
〇
〇
九
﹇
五
九－

六
一
頁
﹈
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。



唐
末
の
盧
龍
節
度
使
に
お
け
る
「
大
王
」
号
の
出
現

一
〇
三

な
お
、
以
上
の
情
報
は
こ
れ
ら
の
参
考
文
献
に
依
っ
た）

3
（

。

　

以
下
は
、
右
の
先
行
研
究
を
比
較
参
照
し
つ
つ
作
成
し
た
、
本
稿
の
「
大

王
」
号
に
関
わ
る
部
分
の
抜
粋
で
あ
る
。

【
録
文
】

6　
〈
前
略
〉
至　
　

大
唐
文
宗
皇
帝
大
和
八
年
甲
寅
、
經

7　

二
百
卅
三
年
、
天
火
焚
塔
。
迩
後
五
六
年
間
、　　

武
皇
廼
□
釋

8　

教
。
至　
　

宣
宗
初
登
寶
位
、
歳
在
丙
寅
、
勅
修
廃
藍
、
將
興
畚
□
、

9　

得
石
凾
於
故
基
下
。
時　
　

旌
麾
清
河
公
、
暁
示
人
天
、
専
令

10　

供
施
、
遷
藏
於
憫
忠
寺
多
宝
塔
下
。
復
經
卌
三
載
、
中
和

年
、

11　

歳
在
壬
寅
、
又
値
火
灾
、
延
憫
忠
寺
、
樓
臺
俱
燼
。
旋
遇　

燕
□
、

12　

陶（
淘
）汰
空
侶
。
不
朞
年
、

13　

隴
西
令
公
大
王
、
大
庇
生
靈
、
巨
崇
像
設
、
捨
己
祿
俸
、
造
観
音

14　

閣
。
横
壯
妙
麗
、
逾
於
舊
貫
。
寺
僧
復
嚴
陳
力
化
導
、
塑
観
音
像
。

15　

當
景
福
壬
子
年
、
僉
欲
遷
舎
利
於
閣
内
、
乃
陳
辭
上
瀆
、

16　

請
發
封
壤
。　　

上
許
之
。〈
後
略
〉

【
和
訳
】

唐
朝
の
文
宗
皇
帝
（
在
位
：
八
二
六
〜
八
四
〇
）
の
御
世
、
大
和
八
年
甲

寅
の
年
（
八
三
四
）
に
な
っ
て
、（
最
初
に
舎
利
を
埋
め
て
か
ら
）
二
百
三

十
三
年
を
経
た
と
き
に
、
落
雷
で
（
憫
忠
寺
の
）
塔
が
焼
け
た
。
そ
の
後
、

五
、
六
年
間
に
わ
た
っ
て
武
宗
（
在
位
：
八
四
〇
〜
八
四
六
）
は
仏
教
を

（
弾
圧
）
し
た
。
宣
宗
（
在
位
：
八
四
六
〜
八
五
九
）
が
帝
位
に
就
い
た
丙

寅
の
年
（
八
四
六
）、（
宣
宗
は
）
損
壊
し
た
伽
藍
を
修
築
す
る
よ
う
詔
を

降
し
た
の
で
、（
建
物
の
）
基
礎
工
事
を
行
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
、（
舎
利

を
納
め
た
）
石
函
を
古
い
基
壇
の
下
か
ら
見
つ
け
た
。
そ
の
と
き
、
旌
麾

（
節
度
使
）
清
河
公
は
人
々
と
天
と
に
（
憫
忠
寺
の
修
築
を
）
明
示
し
、
ひ

た
す
ら
（
人
々
に
）
お
布
施
を
納
め
さ
せ
、（
こ
の
石
函
を
）
憫
忠
寺
の
多

宝
塔
の
下
に
移
し
て
納
め
た
。
そ
れ
か
ら
四
十
三
年
を
経
て
、
中
和
二
年

壬
寅
の
年
（
八
八
二
）
に
（
幽
州
は
）
ま
た
火
災
に
あ
い
、
憫
忠
寺
に
延

焼
し
、（
多
宝
塔
の
）
楼
閣
も
台
座
も
一
緒
に
焼
け
て
し
ま
っ
た
。
続
け
て

幽
州
は
…
…
に
遇
い
、
優
秀
で
な
い
僧
侶
は
淘
汰
さ
れ
た
。
一
年
と
経
た

な
い
う
ち
に
、
隴
西
令
公
大
王
は
、
大
い
に
人
民
を
庇
護
し
、
仏
像
を
盛

ん
に
造
る
こ
と
を
良
し
と
し
、
自
分
の
俸
禄
を
喜
捨
し
て
（
憫
忠
寺
に
）

観
音
閣
を
建
造
し
た
。（
そ
の
建
築
は
）
力
強
さ
と
美
し
さ
を
兼
ね
備
え
て

お
り
、
か
つ
て
の
様
子
を
も
し
の
ぐ
ほ
ど
だ
っ
た
。
寺
の
僧
侶
た
ち
も
再

び
仏
教
の
教
化
に
し
っ
か
り
と
尽
力
し
、
観
音
像
を
造
り
上
げ
た
。
景
福

の
壬
子
の
年
（
八
九
二
）
に
な
っ
て
、
み
な
は
舎
利
を
楼
閣
の
中
に
移
し

た
い
と
思
い
、
そ
こ
で
上
表
し
て
訴
え
、（
工
事
の
た
め
に
寺
の
）
土
を
掘

り
起
こ
し
た
い
と
請
願
し
た
。
皇
帝
陛
下
（
昭
宗
。
在
位
：
八
八
八
〜
九

〇
四
）
は
こ
れ
を
許
可
さ
れ
た
。

　

本
碑
文
で
は
、
火
災
で
二
度
に
わ
た
り
憫
忠
寺
に
お
け
る
舎
利
の
保
存
場

所
が
焼
失
し
た
こ
と
、
及
び
そ
の
再
建
と
舎
利
の
供
養
に
つ
い
て
述
べ
る
。



一
〇
四

こ
の
経
緯
を
年
表
に
す

れ
ば
、
上
の
〔
表
1
〕

の
通
り
で
あ
る
。

　

一
連
の
舎
利
供
養
に

は
、
憫
忠
寺
僧
侶
の
み

な
ら
ず
、
在
家
の
信
者

ら
も
多
く
関
与
し
て
い

た
。
特
に
憫
忠
寺
は
元

来
朝
廷
の
庇
護
の
も
と

に
創
建
さ
れ
た
た
め
、

そ
の
復
興
に
関
与
し
た

宣
宗
（
8
行
目
）
や
昭

宗
（
16
行
目
）
に
加
え
、

文
宗
（
6
行
目
）
や
武

宗
（
7
行
目
）
ら
、
唐

皇
帝
の
名
が
列
挙
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
こ
の
碑

文
か
ら
、
憫
忠
寺
僧
侶

の
み
な
ら
ず
幽
州
の
一

般
百
姓
も
、
舎
利
供
養

に
携
わ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
加
え
て
本
稿
の

内
容
と
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
旌
麾
清
河
公
」（
9
行
目
）
と
「
隴

西
令
公
大
王
」（
13
行
目
）
な
る
人
物
で
あ
る
。
こ
の
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
非
常

に
積
極
的
に
憫
忠
寺
再
建
に
尽
力
し
た
ら
し
く
、
本
碑
文
で
そ
の
業
績
が
特

筆
さ
れ
て
い
る
。
で
は
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
節
を
改
め
て
、
彼
ら
に
関
わ
る
先
行
研
究
を
整
理
し
た
い
。

（
二
）　
「
旌
麾
清
河
公
」
と
「
隴
西
令
公
大
王
」

　

ま
ず
、
9
行
目
の
「
旌
麾
清
河
公
」
に
つ
い
て
だ
が
、
彼
の
肩
書
に
あ
る

「
旌
麾
」
と
は
、
こ
こ
で
は
節
度
使
が
朝
廷
か
ら
賜
る
旌
節
を
意
味
す
る
。
そ

の
た
め
、
清
河
公
が
節
度
使
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
伽
藍
の
修
復

が
始
ま
っ
た
会
昌
六
年
（
八
四
六
）
当
時
、
憫
忠
寺
が
あ
る
幽
州
を
管
轄
し

た
の
は
盧
龍
節
度
使
で
あ
り
、
当
時
の
藩
帥
は
張
仲
武
（
在
任
：
八
四
一
〜

八
四
九
）
と
い
っ
た
。
彼
が
武
宗
に
よ
る
廃
仏
の
後
、
憫
忠
寺
や
仏
教
の
復

興
に
尽
力
し
た
こ
と
は
、
憫
忠
寺
に
か
つ
て
存
在
し
た
と
い
う
別
の
舎
利
記

か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
﹇
松
浦
二
〇
〇
九
、
六
三
頁
﹈。
ま
た
、「
清
河
」
は
、

張
姓
の
人
物
が
し
ば
し
ば
冠
し
た
著
名
な
郡
望
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
「
舎

利
記
」
に
み
え
る
清
河
公
は
、
張
仲
武
と
考
え
て
大
過
な
い
。

　

続
い
て
、
13
行
目
の
「
隴
西
令
公
大
王
」
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
ま
ず
盛

会
蓮
﹇
二
〇
〇
七
、
三
七
頁
﹈
や
松
浦
﹇
二
〇
〇
九
、
六
四
頁
﹈
は
、
彼
を

「
舎
利
記
」
作
成
に
つ
な
が
る
火
災
の
あ
っ
た
中
和
二
年
（
八
八
二
）
時
点
の

盧
龍
節
度
使
、
李
可
挙
（
在
任
：
八
七
六
〜
八
八
五
）
に
比
定
す
る
。
と
い

う
の
も
、
隴
西
令
公
大
王
が
憫
忠
寺
修
築
に
着
手
し
た
の
は
、
火
災
か
ら
「
不

〔表 1〕「舎利記」（引用部）に基づく憫忠寺の舎利供養の沿革

西　暦 年号 皇帝 で　　き　　ご　　と　
834 大和 8 文宗 落雷による火災で憫忠寺の塔が焼失　…火災①

840～846頃 会昌年間 武宗 会昌の廃仏

846 会昌 6 宣宗
詔により伽藍の再築工事開始。舎利を納めた石函を発見
旌麾清河公が舎利を多宝塔の下に埋めて供養

882 中和 2
僖宗

憫忠寺、再度焼失　…火災②
僧侶の淘汰が行われる

883 中和 3
この頃、隴西令公大王が私財を投じ憫忠寺に観音閣を建築
憫忠寺の僧侶も観音像を造る

892 景福1 昭宗
舎利を観音閣内に移す。昭宗、この要請を許可
「舎利記」作成



唐
末
の
盧
龍
節
度
使
に
お
け
る
「
大
王
」
号
の
出
現

一
〇
五

朞
年
」（
12
行
目
）、
す
な
わ
ち
一
年
と
経
た
な
か
っ
た
時
期
で
あ
り
、
こ
の

当
時
の
盧
龍
節
度
使
は
李
可
挙
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

確
か
に
彼
の
姓
で
あ
る
李
に
は
、
有
力
な
郡
望
と
し
て
隴
西
が
あ
り
、
こ

の
点
か
ら
み
て
も
隴
西
令
公
大
王
が
李
姓
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

た
だ
し
一
方
で
『
法
源
寺
貞
石
図
録
』﹇
九
頁
﹈
の
よ
う
に
、
隴
西
令
公
大
王

を
李
匡
威
（
在
任
：
八
八
六
〜
八
九
三
）
と
す
る
説
も
存
在
す
る
。
こ
の
説

の
根
拠
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
「
舎
利
記
」
作
成
当
時
の
盧

龍
節
度
使
が
李
可
挙
で
は
な
く
李
匡
威
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
た
た
め
と
思

わ
れ
る
。
と
は
い
え
李
匡
威
説
で
は
、
先
の
「
不
朞
年
」
の
記
述
が
説
明
で

き
な
い
。
ゆ
え
に
現
状
の
史
料
で
は
、
年
代
表
記
を
根
拠
と
す
る
李
可
挙
説

の
方
が
有
力
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
同
じ
盧
龍
節
度
使
で
あ
り
な
が
ら
、「
舎

利
記
」
が
張
仲
武
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
節
度
使
と
分
か
る
「
旌
麾
」
と
い

う
語
を
付
し
て
い
る
の
に
対
し
、
李
可
挙
に
は
「
令
公
大
王
」
と
い
う
、
一

見
し
て
節
度
使
と
は
読
み
取
り
に
く
い
呼
称
を
用
い
て
い
る
点
で
あ
る
。「
令

公
大
王
」
と
は
、「
令
公
」
と
「
大
王
」
と
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、「
令
公
」

は
中
書
省
の
長
官
、
中
書
令
を
指
す）

4
（

。
と
こ
ろ
が
残
る
「
大
王
」
に
つ
い
て

は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
不
明
瞭
で
あ
り
、
な
ぜ
「
舎
利
記
」
作
成
者

が
か
か
る
呼
称
を
用
い
た
の
か
も
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
を
考
察
す

る
た
め
に
は
、
九
世
紀
末
に
盧
龍
節
度
使
が
「
大
王
」
と
呼
ば
れ
た
他
の
事

例
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、「
舎
利
記
」
作
成
前
後

の
盧
龍
節
度
使
を
取
り
巻
く
政
治
情
勢
を
整
理
し
た
う
え
で
、
盧
龍
節
度
使

に
対
す
る
「
大
王
」
号
の
在
証
例
を
挙
げ
て
い
く
。

二
、
盧
龍
節
度
使
に
お
け
る
「
大
王
」
号

（
一
）　

九
世
紀
末
の
盧
龍
節
度
使

　

初
め
に
、「
舎
利
記
」
の
記
載
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
盧
龍
節
度
使
を
巡
る
情
勢

を
、
主
に
編
纂
史
料
に
よ
っ
て
確
認
す
る）

5
（

。「
舎
利
記
」
で
初
め
に
登
場
し
た

節
度
使
張
仲
武
は
、
会
昌
の
廃
仏
に
お
け
る
仏
教
庇
護
の
他
、
軍
事
的
に
は

ト
ル
コ
系
の
北
方
遊
牧
民
、
ウ
イ
グ
ル
の
討
伐
で
功
を
挙
げ
た
人
物
で
あ
っ

た
。
こ
の
戦
闘
の
結
果
、
張
仲
武
の
軍
団
に
は
ウ
イ
グ
ル
の
遺
民
が
流
入
し

た
ら
し
い
。
そ
の
中
に
は
、
後
に
盧
龍
節
度
使
と
な
っ
た
李
茂
勳
（
在
任
：

八
七
五
〜
八
七
六
）
も
い
た
。
李
可
挙
は
こ
の
李
茂
勳
の
息
子
で
、
父
の
病

気
に
伴
い
藩
帥
位
を
譲
り
受
け
た
の
で
あ
る
。

　

折
し
も
李
可
挙
が
節
度
使
と
な
る
前
年
に
は
、
唐
朝
を
揺
る
が
し
た
大
事

件
、
黄
巣
の
乱
が
勃
発
し
て
い
た
。
李
可
挙
は
、
こ
の
乱
討
伐
の
過
程
で
勢

力
を
伸
張
さ
せ
て
き
た
沙
陀
族
の
河
東
節
度
使
、
李
克
用
に
対
す
る
警
戒
を

強
め
、
近
隣
の
雲
中
節
度
使
や
成
徳
節
度
使
と
の
関
係
強
化
を
図
っ
て
こ
れ

に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
光
啓
元
年
（
八
八
五
）、
突
如
と
し
て
部
下

の
李
全
忠
（
在
任
：
八
八
五
〜
八
八
六
）
の
裏
切
り
に
遇
い
、
殺
害
さ
れ
た
。

　

李
全
忠
は
李
可
挙
の
後
、
盧
龍
節
度
使
の
任
に
就
く
が
す
ぐ
に
死
亡
し
、

藩
帥
位
は
息
子
李
匡
威
が
継
承
し
た
。
こ
の
と
き
黄
巣
の
乱
は
既
に
終
息
し

て
い
た
が
、
李
克
用
や
後
に
後
梁
を
建
国
す
る
朱
全
忠
ら
は
、
乱
平
定
の
過

程
で
強
固
な
政
治
的
・
軍
事
的
地
位
を
築
い
て
い
た
。
そ
こ
で
李
匡
威
は
、



一
〇
六

朝
廷
に
李
克
用
討
伐
の
軍
を
起
こ
す
よ
う
働
き
か
け
る
、

あ
る
い
は
成
徳
節
度
使
の
王
鎔
と
連
携
す
る
な
ど
し
て
、

李
克
用
の
抬
頭
を
阻
も
う
と
し
た
。
だ
が
景
福
二
年
（
八

九
三
）、
李
克
用
討
伐
の
軍
を
起
こ
し
た
隙
を
突
か
れ
、

弟
の
李
匡
籌
に
軍
を
追
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
彼
は
王
鎔

の
下
に
匿
わ
れ
た
が
、
成
徳
軍
の
乗
っ
取
り
を
目
論
ん

だ
の
が
露
見
し
、
結
局
王
鎔
の
部
下
に
殺
害
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。

　

以
上
の
経
緯
を
整
理
し
た
の
が
、
年
表
〔
表
2
〕
で

あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
憫
忠
寺
が
二
度
目
の
火
災
に

あ
っ
た
と
さ
れ
る
中
和
二
年
（
八
八
二
）
か
ら
、「
舎
利

記
」
作
成
の
景
福
元
年
（
八
九
二
）
ま
で
の
間
、
盧
龍

節
度
使
を
取
り
巻
く
状
況
は
黄
巣
の
乱
、
相
次
ぐ
藩
帥

の
交
替
、
李
克
用
の
登
場
な
ど
で
非
常
な
混
乱
に
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
で
は
そ
う
し
た
情
勢
下
で
、
盧
龍

節
度
使
の
「
大
王
」
号
は
「
舎
利
記
」
の
他
、
ど
の
よ

う
な
史
料
に
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
二
）　
『
桂
苑
筆
耕
集
』
に
み
え
る
「
大
王
」
号

　

九
世
紀
末
、
特
に
黄
巣
の
乱
期
の
藩
鎮
を
巡
る
情
勢

を
探
る
う
え
で
興
味
深
い
情
報
を
記
し
た
史
料
の
一
つ

に
、
朝
鮮
半
島
の
新
羅
に
残
さ
れ
た
『
桂
苑
筆
耕
集
』

〔表 2〕　「舎利記」作成期の盧龍節度使を巡る動向

西暦 年　号 藩帥名 で　き　ご　と
840頃 会昌年間 張仲武 ウイグル帝国滅亡。この結果、遺民が盧龍軍内に流入
875 乾符 2 李茂勲 6月：黄巣の乱起こる

 〃  ：ウイグル遺民出身の李茂勳、盧龍節度使となる
876 乾符 3 李可挙 3月：李可挙、盧龍節度使となる
880 広明 1 3 月：黄巣討伐のため、高駢が諸道行営都頭に任じられる

11月：黄巣、長安を陥れる
881 中和 1 正月：僖宗、黄巣に追われ蜀へ蒙塵。黄巣、大斉皇帝として即位
882 中和 2 この年、憫忠寺が二度目の火災に遭う
883 中和 3 7 月：李克用、河東節度使となる

この頃より李可挙、雲中節度使の赫連鐸や成徳節度使の王景崇と結
び、李克用を挟撃する計画を立てる

884 中和 4 7 月：黄巣、朱全忠に殺害される。黄巣の乱終結
885 光啓 1 2 月： 李可挙、成徳節度使王鎔と共に、李克用の河北進軍を阻むべく

義武節度使方面へ出兵
李全忠 6月：李可挙の部下李全忠、李可挙を殺害し盧龍節度使となる

886 光啓 2 李匡威 8月：李全忠の子李匡威、盧龍節度使となる
891 大順 2 5 月： 李匡威、朝廷に李克用討伐軍を起こすよう働きかけ、自らも河

東北面招討使に任じられる
10月： 李克用、成徳軍を攻撃。李匡威、王鎔に援軍を送り、李克用軍

を撃退
892 景福 1 12月：憫忠寺にて「重蔵舎利記」作成
893 景福 2 2 月：李匡威、弟の李匡籌に軍を追われ、成徳軍に身を寄せる

李匡威、成徳軍の乗っ取りを画策。王鎔の部下に殺害される



唐
末
の
盧
龍
節
度
使
に
お
け
る
「
大
王
」
号
の
出
現

一
〇
七

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
淮
南
節
度
使
高
駢
の
も
と
で
掌
書
記
を
務
め
た
新
羅
人

崔
致
遠
の
文
集
で
、
乾
符
六
年
（
八
七
九
）
か
ら
中
和
四
年
（
八
八
四
）
に

か
け
て
、
崔
致
遠
が
高
駢
の
た
め
に
代
筆
し
た
、
淮
南
節
度
使
か
ら
他
の
藩

鎮
に
宛
て
た
書
簡
が
含
ま
れ
て
い
る）

6
（

。

　

幸
い
な
こ
と
に
『
桂
苑
筆
耕
集
』
は
、
盧
龍
節
度
使
宛
て
の
書
簡
も
収
録

し
て
い
る
。
そ
れ
は
巻
八
の
「
幽
州
李
可
挙
大
王
四
首
」
と
、
巻
十
の
「
幽

州
李
可
挙
太
保
五
首
」「
幽
州
李
可
挙
大
王
」
の
計
三
案
件
、
十
首
で
あ
る
。

タ
イ
ト
ル
を
一
読
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
う
ち
二
案
件
、「
幽
州
李
可
挙

大
王

4

4

四
首
」
と
「
幽
州
李
可
挙
大
王

4

4

」
に
お
い
て
は
、
盧
龍
節
度
使
の
李
可

挙
に
対
し
、
確
か
に
「
大
王
」
の
肩
書
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

巻
十
収
録
の
「
幽
州
李
可
挙
大
王
」
は
李
可
挙
か
ら
贈
物
を
も
ら
っ
た
返

礼
で
あ
り
、「
大
王
」
号
は
タ
イ
ト
ル
の
み
で
本
文
に
は
現
れ
な
い）

7
（

。
一
方
、

巻
八
収
録
の
「
幽
州
李
可
挙
大
王
四
首
」
は
、
内
容
的
に
関
連
す
る
書
簡
四

首
を
一
度
に
並
べ
た
も
の
だ
が
、
う
ち
第
二
首
・
第
三
首
・
第
四
首
で
、
本

文
で
も
李
可
挙
に
「
大
王
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
巻
八

「
幽
州
李
可
挙
大
王
四
首
」
を
取
り
上
げ
、
ど
の
よ
う
に
李
可
挙
の
「
大
王
」

号
が
登
場
す
る
か
確
認
し
た
い
。

　

な
お
こ
の
案
件
は
、
中
和
二
年
（
八
八
二
）
夏
、
高
駢
が
黄
巣
討
伐
の
た

め
、
忭
州
方
面
に
出
兵
し
た
頃
の
作
成
で
あ
る）

8
（

。
た
だ
し
、
季
節
を
表
す
表

現
が
第
一
首
で
は
「
初
夏
」、
第
三
首
で
は
「
中
夏
」
な
の
で
、
一
度
に
四
首

の
手
紙
を
作
成
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
四
度
遣
使
を
行
っ
た
際
の
手
紙
を
、

同
一
タ
イ
ト
ル
の
も
と
で
作
成
順
に
並
べ
た
の
だ
ろ
う
。

　

第
一
首
の
文
中
に
は
直
接
李
可
挙
を
指
す
表
現
が
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、

高
駢
は
李
可
挙
に
「
こ
の
た
び
（
使
者
の
）
諸
葛
果
卿
を
遣
わ
し
、（
あ
な
た

様
と
）
ひ
と
ま
ず
手
紙
を
や
り
取
り
し
て
よ
し
み
を
お
さ
め
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す）

9
（

」
と
挨
拶
し
て
い
た
。
高
駢
が
李
可
挙
と
連
絡
を
持
っ
た
の
は
、

こ
の
と
き
が
初
め
て
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

続
く
第
二
首
で
、
李
可
挙
は
次
の
よ
う
な
文
脈
で
登
場
す
る
（「
幽
州
李
可

挙
大
王
四
首　

第
二
」『
桂
苑
筆
耕
集
』
巻
八
、
二
二
二
頁
）。

幸
い
な
こ
と
に
（
私
は
）
侍
中
大
王

4

4

4

4

か
ら
、
孔
子
を
（
蔑
ん
で
）
東
家

丘
呼
ば
わ
り
す
る
（
よ
う
な
聖
人
を
知
ら
ぬ
）
行
い
で
は
な
く
、（
春
秋

時
代
の
鄭
国
で
善
政
を
敷
い
た
大
夫
）
公
孫
僑
を
よ
く
知
っ
て
お
い
で

の
（
よ
う
に
、
賢
人
に
向
か
う
）
態
度
で
接
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
今
回
私
に
）
わ
ざ
わ
ざ
手
厚
い
お
引
き
立
て
を
賜
り
ま
し
て
、（
私
は
）

良
い
便
り
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
し
き
り
と
恥
じ
入
っ
て
お
り
ま
す
。

〈
中
略
〉
今
、
我
が
国
の
災
い
は
ま
だ
取
り
除
か
れ
た
と
は
言
え
ず
、
ま

わ
り
の
（
黄
巣
の
）
賊
ど
も
は
武
器
を
収
め
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
な
ん

と
か
言
葉
を
慎
み
、
み
だ
り
な
発
言
を
し
な
い
よ
う
に
と
思
っ
て
も
、

憤
慨
す
る
気
持
ち
は
胸
い
っ
ぱ
い
に
満
ち
て
お
り
ま
す
。
こ
の
文
面
を

借
り
て
、
あ
り
の
ま
ま
（
の
事
情
）
を
全
て
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。（
春

秋
時
代
に
合
縦
の
策
を
唱
え
た
）
恵
子
（
の
よ
う
に
あ
な
た
様
）
が
（
同

盟
相
手
と
し
て
）
私
の
こ
と
を
存
じ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
と
期
待
し
、

名
君
（
た
る
あ
な
た
様
）
が
（
私
の
よ
う
な
）
賢
い
人
材
を
見
定
め
て



一
〇
八

下
さ
る
こ
と
を
望
み
ま
す）

10
（

。

　

本
文
の
表
現
に
よ
っ
て
、
李
可
挙
は
高
駢
か
ら
単
な
る
「
大
王
」
で
は
な

く
、「
侍
中
大
王
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
こ
の
と
き
高

駢
は
、
非
常
に
迂
遠
な
表
現
を
取
り
な
が
ら
、
黄
巣
の
乱
平
定
に
協
力
し
て

欲
し
い
旨
を
李
可
挙
に
訴
え
た
よ
う
で
あ
る
。
実
は
こ
の
二
年
前
（
八
八
〇
）

か
ら
、
高
駢
は
諸
道
行
営
都
頭
に
任
じ
ら
れ
、
黄
巣
平
定
の
総
司
令
官
を
担

っ
て
い
た）

11
（

。
し
か
し
そ
の
年
、
黄
巣
は
長
安
を
陥
れ
、
本
手
紙
作
成
の
前
年

（
八
八
一
）
に
は
大
斉
皇
帝
と
し
て
即
位
し
た
の
で
あ
る）

12
（

。
唐
皇
帝
僖
宗
の
蜀

へ
の
蒙
塵
を
見
送
る
ほ
か
な
か
っ
た
高
駢
は
、
藁
に
も
す
が
る
思
い
で
幽
州

の
李
可
挙
を
頼
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

同
様
の
内
容
は
、
続
く
第
三
首
に
も
記
さ
れ
て
い
る
（「
幽
州
李
可
挙
大
王

四
首　

第
三
」『
桂
苑
筆
耕
集
』
巻
八
、
二
二
四
頁
）。

侍
中
大
王

4

4

4

4

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
一
族
は
周
の
王
族
の
よ
う
に
繁
栄
し
、

封
爵
は
漢
（
王
朝
が
臣
下
に
与
え
た
そ
れ
）
の
よ
う
に
尊
く
お
わ
し
ま

す
。
国
か
ら
受
け
た
恩
に
報
い
ん
と
す
る
多
大
な
る
忠
誠
の
持
ち
主
で

あ
る
の
は
も
と
よ
り
、
国
を
安
ん
ず
る
た
め
の
方
策
も
常
に
色
々
お
持

ち
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
た
び
の
（
黄
巣
の
乱
と
い
う
）
災
難
に
際
し

て
は
、
我
が
国
を
憂
慮
す
る
こ
と
耐
え
難
い
ほ
ど
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

私
、
高
駢
は
す
で
に
乱
を
征
伐
す
べ
く
軍
を
起
こ
し
て
お
り
、
度
々
（
あ

な
た
様
に
）
思
い
の
丈
を
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
。
ど
う
か
軍
隊
を
派

遣
し
、
黄
巣
の
賊
ど
も
を
平
定
す
る
の
を
お
助
け
く
だ
さ
い
。
貴
藩
の

素
晴
ら
し
い
騎
兵
五
千
を
動
員
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
全
国
の
疲
れ
弱

っ
た
軍
隊
十
万
な
ど
し
の
ぐ
ほ
ど
（
に
強
力
な
援
軍
）
で
ご
ざ
い
ま
す）

13
（

。

　

こ
こ
で
の
要
請
は
よ
り
直
接
的
に
な
り
、
騎
兵
五
千
を
動
員
し
て
欲
し
い

と
切
実
に
訴
え
て
い
る
。
そ
し
て
や
は
り
李
可
挙
に
は
、「
侍
中
大
王
」
と
い

う
尊
称
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
後
の
第
四
首
で
も
、
こ
の
表
記

は
一
貫
し
て
い
る
（「
幽
州
李
可
挙
大
王
四
首　

第
四
」『
桂
苑
筆
耕
集
』
巻

八
、
二
二
五
頁
）。

近
頃
全
国
の
藩
鎮
に
お
い
て
は
、
そ
の
庭
内
に
才
覚
あ
る
人
材
が
満
ち

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
た
だ
官
途
に
就
い
て
い
る
武
人
ら
は
、
儒
教
に

関
し
て
心
を
留
め
る
も
の
が
少
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
け
れ
ど
侍4

中
大
王

4

4

4

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
古
今
の
書
物
に
広
く
精
通
し
、
華
美
な

も
の
を
捨
て
て
実
利
（
あ
る
儒
教
の
教
え
）
を
採
用
し
て
お
い
で
で
す）

14
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
幽
州
李
可
挙
大
王
四
首
」
中
、
第
二
首
か
ら
第
四
首
で

は
、
い
ず
れ
も
李
可
挙
に
対
し
「
侍
中
大
王
」
と
呼
び
か
け
て
い
た
。「
侍

中
」
は
門
下
省
の
長
官
た
る
門
下
侍
中
を
指
す
。
こ
れ
は
、
李
可
挙
が
広
明

元
年
（
八
八
〇
）
七
月
、
唐
朝
か
ら
門
下
侍
中
を
与
え
ら
れ
た
事
実
と
符
合

す
る
が）

15
（

、
反
面
「
舎
利
記
」
に
み
え
た
令
公
（
中
書
令
）
と
は
一
致
し
な
い
。

だ
が
、
門
下
侍
中
か
ら
中
書
令
に
移
っ
た
先
例
は
、
同
じ
盧
龍
節
度
使
で
あ



唐
末
の
盧
龍
節
度
使
に
お
け
る
「
大
王
」
号
の
出
現

一
〇
九

っ
た
劉
済
な
ど
が
あ
る
の
で）

16
（

、
李
可
挙
の
場
合
も
「
幽
州
李
可
挙
大
王
四
首
」

作
成
以
後
、
中
書
令
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

特
筆
さ
れ
る
の
は
、
盧
龍
節
度
使
が
「
大
王
」
と
呼
ば
れ
た
事
例
が
、「
舎

利
記
」
の
み
な
ら
ず
盧
龍
節
度
使
宛
て
の
手
紙
に
も
確
認
で
き
た
こ
と
で
あ

る
。『
桂
苑
筆
耕
集
』
は
崔
致
遠
の
自
撰
で
あ
り
、
か
つ
彼
は
新
羅
帰
国
の
翌

年
で
あ
る
八
八
六
年
正
月
に
は
、
こ
の
著
書
を
新
羅
王
に
献
上
し
て
い
る）

17
（

。

ゆ
え
に
、『
桂
苑
筆
耕
集
』
編
纂
の
過
程
で
書
簡
の
内
容
に
大
き
な
改
変
が
加

え
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
一
連
の
案
件
は
、
淮
南
節
度
使
と
盧

龍
節
度
使
と
の
や
り
と
り
に
つ
い
て
、
非
常
に
正
確
な
情
報
を
伝
え
た
史
料

な
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
み
え
る
「
大
王
」
号
も
、
実
際
に
使
用
さ
れ
た
と
み

て
大
過
な
い
。

　

ま
た
、
こ
の
書
簡
に
よ
っ
て
、
新
た
に
分
か
る
こ
と
が
二
点
あ
る
。
第
一

は
、「
大
王
」
号
が
盧
龍
軍
内
の
み
で
通
用
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。「
舎
利
記
」
で
は
、
領
内
に
あ
る
憫
忠
寺
の
僧
侶
ら
が
盧
龍
節
度

使
を
「
大
王
」
と
呼
ん
で
い
た
。
こ
れ
に
加
え
、「
幽
州
李
可
挙
大
王
四
首
」

に
よ
っ
て
、
盧
龍
節
度
使
が
他
の
節
度
使
、
こ
の
場
合
は
淮
南
節
度
使
か
ら

も
、
や
は
り
「
大
王
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
要
す
る
に
「
大

王
」
号
は
、
単
に
盧
龍
節
度
使
の
領
域
内
の
み
な
ら
ず
、
領
域
外
に
も
通
用

し
た
称
号
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
は
、「
大
王
」
号
の
出
現
が
「
舎
利
記
」
よ
り
遡
る
こ
と
で
あ
る
。
先

述
の
と
お
り
、
一
連
の
案
件
は
中
和
二
年
（
八
八
二
）、
ま
さ
に
憫
忠
寺
が
二

度
目
の
火
災
に
見
舞
わ
れ
た
年
の
作
成
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
李
可
挙

が
火
災
当
時
か
ら
既
に
「
大
王
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。「
舎

利
記
」
の
作
成
は
火
災
か
ら
十
年
後
の
景
福
元
年
（
八
九
二
）
だ
が
、「
大

王
」
号
は
後
に
な
っ
て
追
贈
さ
れ
た
も
の
な
ど
で
は
な
く
、
李
可
挙
在
任
中

か
ら
の
呼
称
を
反
映
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
三
）　
『
耳
目
記
』
に
み
え
る
「
大
王
」
号

　

盧
龍
節
度
使
に
対
す
る
「
大
王
」
号
は
、「
舎
利
記
」
と
『
桂
苑
筆
耕
集
』

の
他
に
、『
太
平
広
記
』
巻
一
九
二
（
一
四
四
二
頁
）
が
引
く
劉
氏
（
撰
）『
耳

目
記
』
採
録
の
「
墨
君
和
」
伝
に
も
確
認
で
き
る
。

当
時
（
大
順
二
年
（
八
九
一
））、
常
山
（
成
徳
軍
）
の
県
や
邑
は
、
し

ば
し
ば
（
河
東
節
度
使
李
克
用
管
下
の
）

州
か
ら
侵
略
さ
れ
て
い
た
。

趙
（
成
徳
軍
）
の
武
将
も
兵
卒
も
、
敵
と
戦
う
こ
と
に
疲
れ
切
り
、
燕

王
（
盧
龍
節
度
使
）
李
匡
威
の
も
と
に
急
を
告
げ
、
五
万
の
軍
団
を
率

い
て
こ
の
危
機
を
救
っ
て
く
れ
る
よ
う
求
め
た
。
河
東
軍
は
（
成
徳
軍

の
）
数
城
を
陥
落
さ
せ
た
。
燕
王
は
こ
の
知
ら
せ
を
聞
き
、
自
ら
五
万

の
騎
兵
を
率
い
、
直
ち
に
河
東
軍
と
（
趙
州
の
）
元
氏
県
で
戦
っ
た
。

河
東
軍
は
敗
戦
続
き
と
な
り
、
趙
王
（
成
徳
節
度
使
王
鎔
）
は
燕
王
の

徳
に
感
じ
入
っ
た
。〈
中
略
：
景
福
二
年
（
八
九
三
）
二
月
、
李
匡
威
は

弟
李
匡
籌
に
幽
州
を
追
わ
れ
、
王
鎔
を
殺
害
し
て
成
徳
軍
を
乗
っ
取
ろ

う
と
企
て
た
が
〉（
そ
の
と
き
）
趙
王
は
（
燕
王
に
）
次
の
よ
う
に
頼
ん

だ
。「
私
は
先
代
が
築
き
上
げ
た
礎
を
受
け
継
ぎ
、
こ
の
（
成
徳
軍
の
）



一
一
〇

領
域
を
統
治
し
て
き
ま
し
た
が
、
い
つ
も
隣
（
の
河
東
軍
）
か
ら
の
侵

略
・
略
奪
を
被
り
、
ど
う
や
っ
て
（
我
が
領
土
を
）
守
っ
た
ら
よ
い
か

と
困
惑
し
て
い
ま
し
た
。（
し
か
し
）
大
王

4

4

の
武
略
を
頼
り
と
し
て
、
何

度
も
敵
の
攻
撃
を
打
ち
砕
き
ま
し
た
。（
我
が
王
氏
の
）
宗
廟
を
保
つ
こ

と
が
で
き
た
の
も
、
実
に
あ
な
た
様
の
ご
援
助
の
賜
物
と
い
え
ま
し
ょ

う）
18
（

」

　
『
耳
目
記
』
は
、『
宋
史
』
巻
一
六
二
、
芸
文
志
、
小
説
類
（
五
二
二
二
頁
）

に
「
劉
氏
耳
目
記　

二
巻
」
と
の
記
述
が
あ
る
の
で
、
遅
く
と
も
宋
代
ま
で

に
は
成
立
し
た
小
説
史
料
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
「
墨
君
和
」
伝
は
、『
旧
五

代
史
』
巻
五
四
、
王
鎔
伝
に
も
類
似
の
話
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
多
少
の
脚

色
は
あ
れ
ど
、
こ
と
の
顛
末
は
史
実
に
基
づ
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る）

19
（

。
ま
た
、

李
匡
威
が
王
鎔
を
助
け
李
克
用
の
軍
勢
を
打
破
し
た
こ
と
、
そ
の
後
成
徳
軍

の
簒
奪
を
企
て
た
こ
と
な
ど
、
本
文
を
構
成
す
る
主
要
な
要
素
は
、『
旧
五
代

史
』
に
先
行
す
る
他
の
史
書
の
記
述
と
も
合
致
す
る）

20
（

。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、『
耳
目
記
』
の
中
で
、
成
徳
軍
を
乗
っ
取
ろ
う
と
し
た

李
匡
威
に
向
か
っ
て
、
王
鎔
が
「
大
王
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
呼
び
か
け
は
『
旧
五
代
史
』
王
鎔
伝
本
文
（
七
二
六
頁
）
で
は
「
公
」

と
改
訂
さ
れ
て
い
る
が）

21
（

、
本
来
の
表
現
は
「
大
王
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、「
舎
利
記
」
や
『
桂
苑
筆
耕
集
』
と
異
な
り
、
李
可
挙
で
は
な
く

李
匡
威
に
対
し
て
「
大
王
」
号
を
使
用
し
た
事
例
で
あ
る
。
李
匡
威
は
、「
舎

利
記
」
が
作
成
さ
れ
た
景
福
元
年
元
年
（
八
九
二
）
当
時
の
盧
龍
節
度
使
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
小
説
と
い
う
史
料
の
性
格
上
、「
大
王
」
が
当
時
の
実
際
の

呼
称
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
か
否
か
は
判
断
し
難
い
。
だ
が
盧
龍
節
度
使
が

「
大
王
」
と
呼
ば
れ
た
事
例
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
の
で
、
こ
こ
で
挙
げ
る
こ

と
と
し
た
。

　

で
は
こ
の
称
号
は
、
い
っ
た
い
何
を
意
味
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
検

討
し
た
い
。

三
、「
大
王
」
号
出
現
の
背
景
と
意
義

　
「
大
王
」
の
指
す
肩
書
と
こ
の
称
号
が
出
現
し
た
意
義
を
考
察
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
、「
舎
利
記
」
及
び
『
桂
苑
筆
耕
集
』『
耳
目
記
』
の
用
例
に
基
づ

き
、「
大
王
」
号
の
使
用
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
と
き
注

目
さ
れ
る
の
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、「
大
王
」
は
節
度
使
本
人
の
自
称
で
は

な
く
、
他
称
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
舎
利
記
」
で
は
憫
忠

寺
僧
侶
が
、『
桂
苑
筆
耕
集
』
で
は
高
駢
が
、『
耳
目
記
』
で
は
王
鎔
が
、
そ

れ
ぞ
れ
盧
龍
節
度
使
に
「
大
王
」
と
呼
び
か
け
て
い
た
。
逆
に
現
状
の
史
料

で
は
、
盧
龍
節
度
使
が
自
ら
「
大
王
」
を
名
乗
っ
た
事
例
は
見
出
せ
な
い
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
「
大
王
」
と
は
、
そ
の
呼
称
通
り
の
官
職
等
が
存
在
し
た

わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
何
ら
か
の
尊
称
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
唐
代
に
お
け
る
「
大
王
」
の
用
例
を
検
索
し
て
み
る
と
、
こ
れ
は

誰
に
対
し
て
も
普
遍
的
に
用
い
ら
れ
た
尊
称
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

「
大
王
」
を
尊
称
と
し
て
使
用
し
た
例
に
は
、
中
宗
の
子

王
が
臣
下
か
ら

「
大
王

4

4

は
嫡
長
子
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
当
然
皇
帝
と
な
る
べ
き
で
す）

22
（

」
と
そ



唐
末
の
盧
龍
節
度
使
に
お
け
る
「
大
王
」
号
の
出
現

一
一
一

そ
の
か
さ
れ
た
記
述
や
、
河
東
節
度
使
（
晋
王
）
李
克
用
の
武
将
李
存
孝
が

部
下
か
ら
「
尚
書
（
李
存
孝
）
が
恐
れ
て
お
ら
れ
る
の
は
、
た
だ
大
王

4

4

（
李

克
用
）
様
の
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か）

23
（

」
と
諭
さ
れ
た
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
ら

を
み
て
分
か
る
と
お
り
、「
大
王
」
は

王
や
晋
王
と
い
っ
た
、
何
ら
か
の
王

号
を
持
っ
た
人
物
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
盧

龍
節
度
使
に
お
け
る
「
大
王
」
号
出
現
の
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、

当
時
の
王
号
に
関
す
る
理
解
が
必
要
と
な
る
。

　

王
号
は
、
唐
代
は
爵
号
の
一
つ
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
爵
号
と
は
、
宗

室
も
し
く
は
大
き
な
功
績
の
あ
る
庶
姓
に
賜
与
さ
れ
た
封
爵
に
伴
う
称
号
で

あ
る
。
こ
れ
は
国
内
向
け
と
国
外
向
け
の
二
元
体
系
か
ら
成
っ
た
。
国
内
向

け
は
王
・
郡
王
・
国
公
・
郡
公
・
県
公
・
県
侯
・
県
伯
・
県
子
・
県
男
の
九

等
爵
で
あ
っ
た
が
、
王
爵
は
宗
室
の
み
に
与
え
ら
れ
、
庶
姓
に
は
郡
王
以
下

が
与
え
ら
れ
た
。
一
方
外
国
君
主
に
は
、
王
・
郡
王
の
他
に
国
王
が
与
え
ら

れ
た）

24
（

。

　

と
こ
ろ
が
、
李
可
挙
・
李
匡
威
期
に
当
た
る
九
世
紀
末
に
な
る
と
、
こ
う

し
た
爵
号
の
体
系
に
大
き
な
変
化
が
現
れ
る
。
曾
成
﹇
二
〇
一
二
、
二
三
一

－

二
三
六
頁
﹈
に
よ
れ
ば
、
元
来
郡
王
ま
で
し
か
賜
与
さ
れ
な
か
っ
た
は
ず

の
国
内
の
庶
姓
が
、
宗
室
の
み
に
許
さ
れ
た
は
ず
の
王
号
を
使
用
す
る
よ
う

に
な
る
。
し
か
も
そ
の
王
号
に
は
、
唐
初
か
ら
存
在
し
た
一
字
王
（
趙
王
・

王
な
ど
）
に
加
え
、
唐
末
に
な
っ
て
新
た
に
出
現
し
た
、
一
字
王
よ
り
等

級
の
低
い
二
字
王
（
北
平
王
・
常
山
王
な
ど
）
が
あ
っ
た
と
い
う）

25
（

。

　

こ
の
指
摘
に
鑑
み
、
安
史
の
乱
後
（
七
六
三
）
か
ら
唐
朝
滅
亡
（
九
〇
七
）

ま
で
の
主
だ
っ
た
河
朔
三
鎮
の
藩
帥
に
つ
い
て
、
確
認
で
き
た
爵
号
を
一
覧

に
し
た
も
の
が
次
頁
の
〔
表
3
〕
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ
る
限
り
、
唐
朝
が

盧
龍
節
度
使
を
含
む
河
朔
三
鎮
に
賜
与
し
た
爵
号
は
、
八
二
〇
年
代
頃
ま
で

ほ
ぼ
郡
王
に
統
一
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
後
、
郡
王
に
次
ぐ
国
公
以
下
が
賜
与

さ
れ
る
事
例
が
や
や
増
え
る
点
も
、
河
朔
三
鎮
間
で
同
調
的
に
み
ら
れ
る
。

　

で
は
肝
心
の
九
世
紀
末
は
ど
う
か
。
残
念
な
が
ら
八
八
〇
年
代
以
降
に
な

る
と
、
盧
龍
節
度
使
に
関
し
て
は
、
如
何
な
る
爵
号
を
使
用
し
て
い
た
か
、

明
確
な
記
述
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
比
較
対
象
と
し
て
、
魏
博
節

度
使
や
成
徳
節
度
使
に
目
を
転
じ
た
い
。
す
る
と
、
確
か
に
李
可
挙
・
李
匡

威
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
八
八
〇
〜
八
九
〇
年
代
、
節
度
使
が
郡
王
や
国
公
な
ど

で
は
な
く
、
王
号
を
冠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
具
体
的
に
は
、

魏
博
節
度
使
羅
弘
信
・
羅
紹
威
の
北
平
王
・
長
沙
王
や
趙
王
・

王
、
成
徳

節
度
使
王
景
崇
・
王
鎔
の
常
山
王
・
北
平
王
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

こ
の
事
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、
盧
龍
節
度
使
が
「
大
王
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

時
期
が
、
魏
博
節
度
使
や
成
徳
節
度
使
の
肩
書
と
し
て
王
号
が
出
現
し
た
時

期
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
点
は
や
は
り
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
魏

博
・
成
徳
節
度
使
が
王
号
を
使
用
す
る
な
か
、
同
じ
河
朔
三
鎮
の
一
角
を
担

っ
た
盧
龍
節
度
使
の
み
が
こ
れ
を
用
い
な
か
っ
た
と
は
、
極
め
て
考
え
に
く

い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
舎
利
記
」
等
に
み
え
る
「
大
王
」
号
は
、
盧

龍
節
度
使
が
冠
し
た
何
ら
か
の
王
号
に
対
す
る
尊
称
だ
っ
た
と
見
做
す
の
が

最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
見
方
に
立
て
ば
、
先
の
「
幽
州
李
可
挙

大
王
四
首　

第
三
」
に
お
け
る
「
侍
中
大
王
に
お
か
れ
ま
し
て
は
〈
中
略
〉



一
一
二

№ 節度使名 在任年 爵　　号 出　　典
魏　　博　　節　　度　　使

1 田承嗣 763～779 雁門郡王 『旧』141, p. 3838.
2 田悦 779～784 済陽郡王＊1 『旧』141, p. 3845;『新』210, p. 5932.
3 田緒 784～796 常山郡王→雁門郡王 「田緒神道碑」『全唐文』615, p. 6215.
4 田季安 796～812 雁門郡王 『旧』141, p. 3847.
5 田弘正 812～820 沂国公 「田弘正墓誌」『元氏長慶集』53, p. 167.
6 田布 821～822 ― ―
7 史憲誠 822～829 北海郡王 『旧』181, p. 4685.
8 何進滔 829～840 ― ―
9 何弘敬 841～866 楚国公 「何弘敬墓誌」森部1997, p. 312.
10 何全皞 866～870 ― ―
11 韓允忠 870～874 ― ―
12 韓簡 874～883 昌黎郡王／魏郡王 『旧』181, p. 4689／『新』210, p. 5938
13 楽彦禎 883～888 ― ―

14 羅弘信 888～898 豫章郡公→臨清王or臨清郡王
＊2→北平王／

長沙王→趙王
『旧』181, p. 4691; 『新』210, p. 5941／「羅
周敬墓誌」『全唐文新編』16, p. 10724.

15 羅紹威 898～907 長沙王→ 王 『旧』181, p. 4691.
成　　徳　　節　　度　　使

1 李宝臣 762～781 清河郡王→隴西郡王 「李宝臣紀功碑＊3」「定恵寺菩薩記＊4」
2 王武俊 782～801 琅邪郡王 『旧』142, p. 3875.
3 王士真 801～809 清河郡王 「王士真墓誌」馮金忠2012C, p. 249.
4 王承宗 809～820 ― ―
5 王廷湊 822～834 太原郡開国公 『旧』142, p. 3888.
6 王元逵 834～855 太原郡開国公 「王元逵墓誌」『全唐文補遺』4, p. 197.
7 王紹鼎 855～857 ― ―
8 王紹懿 857～866 太原県開国伯 『旧』142, p. 3889.
9 王景崇 866～883 太原県男→趙国公→常山王 『旧』142, p. 3890; 『新』211, p. 5962.
10 王鎔 883～907 常山郡王→北平王 「王鎔墓誌」『全唐文新編』16, p. 10712.

盧　　龍　　節　　度　　使
1 李懐仙 763～768 武威郡王 『新』212, p. 5968.
2 朱希彩 768～772 高密郡王 『旧』143, p. 3896.
3 朱泚 772～774 懐寧郡王 『冊府元亀』129, p. 107.
4 朱滔 774～785 通義郡王 『新』212, p. 5969.
5 劉怦 785 彭城郡公 『新』212, p. 5974.
6 劉済 785～810 彭城郡王 「劉済墓誌」『権載之文集』21, p. 122.
7 劉聡 810～821 楚国公 『新』212, p. 5975.
8 朱克融 822～825 呉興郡王 『旧』180, p. 4674.
9 李載義 826～831 武威郡王 『旧』180, p. 4674.
10 楊志誠 831～834 ― ―
11 史元忠 834～841 ― ―
12 張仲武 841～849 蘭陵郡王 『旧』180, p. 4677.

13 張允伸 850～872 清河県開国伯→清河県開国公／燕国公 『房山石経題記』pp. 277-278／『旧』180, p. 
4679.

14 張公素 872～875 ― ―
15 李茂勳 875～876 郡王 『旧』180, p. 4681.
16 李可挙 876～885 ― ―
17 李全忠 885～886 ― ―
18 李匡威 886～893 ― ―
19 李匡籌 893～894 ― ―
20 劉仁恭 894～907 ― ―
【凡例・注】 記号・略号：「―」＝不明／『旧』＝『旧唐書』、『新』＝『新唐書』
・ 節度使名は、遥領や実際の赴任が無い者、朝廷の承認が無い者、任期が極端に短い者などは極力省いた。
・記載する爵号は、当該節度使在任期間以内に唐から賜ったと思われるものに限った。
・出典は、可能な限り墓誌などにおける肩書を参照し、無い場合は原則『旧唐書』を優先的に記載した。
＊1）  『旧唐書』は「済陽王」とするが、同時期に河朔三鎮が王に封じられた例は他に類がないため、誤りであろう。
＊2）  『旧唐書』は「臨清王」、『新唐書』は「臨清郡王」とする。いずれが正しいか判断しがたい。
＊3）  収録版本は『常山貞石志』巻7, 13325頁や『全唐文』巻440, 王佑 , 13325頁など。
＊4）  『文苑英華』巻819, 記 , 卲真「易州抱陽山定恵寺新造文殊師利菩薩記」4324頁。

〔表 3〕　河朔三鎮における節度使の爵号



唐
末
の
盧
龍
節
度
使
に
お
け
る
「
大
王
」
号
の
出
現

一
一
三

封
爵
は
漢
（
王
朝
が
臣
下
に
与
え
た
そ
れ
）
の
よ
う
に
尊
く
お
わ
し
ま
す
」

と
い
う
表
現
も
、
前
漢
の
高
祖
が
創
業
の
功
臣
を
各
々
王
に
封
じ
た
故
事）
26
（

を

念
頭
に
置
い
た
も
の
と
説
明
で
き
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
王
号
は
、
例
え
ば
「
光
化
元
年
（
八
九
八
）
九
月
、
詔

を
降
し
て
魏
博
節
度
使
の
羅
弘
信
を
臨
清
王
と
し
た）

27
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
基

本
的
に
は
朝
廷
か
ら
封
じ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
史
料
に
現
れ
る
。
た
だ
し
、

先
に
も
触
れ
た
と
お
り
、
爵
号
賜
与
の
原
則
に
照
ら
せ
ば
、
唐
朝
が
庶
姓
に

王
号
を
賜
与
す
る
こ
と
は
有
り
得
な
か
っ
た
。
そ
の
原
則
が
唐
末
に
失
わ
れ

た
理
由
に
つ
い
て
は
、
唐
朝
が
地
方
の
政
治
力
を
抑
え
込
み
、
自
身
の
権
威

回
復
を
図
っ
た
た
め
と
の
解
釈
も
可
能
で
あ
ろ
う
﹇
曾
成
二
〇
一
二
、
二
三

九
頁
﹈。
だ
が
、
こ
と
河
朔
三
鎮
で
は
、
あ
る
人
物
が
節
度
使
を
自
称
す
る

と
、
後
に
そ
れ
を
朝
廷
が
追
認
す
る
場
合
も
多
か
っ
た）

28
（

。
王
号
に
関
し
て
も
、

建
中
三
年
（
七
八
二
）、
盧
龍
節
度
使
朱
滔
が
冀
王
を
、
魏
博
節
度
使
田
悦
が

魏
王
を
、
成
徳
節
度
使
王
武
俊
が
趙
王
を
、
平
盧
節
度
使
李
納
が
斉
王
を
自

称
し
た
前
例
が
あ
る）

29
（

。
ゆ
え
に
九
世
紀
末
の
王
号
も
、
必
ず
し
も
朝
廷
が
主

体
的
に
賜
与
し
た
も
の
で
は
な
く
、
節
度
使
側
が
自
称
し
朝
廷
に
要
請
し
た

も
の
を
、
朝
廷
が
追
認
し
た
可
能
性
は
否
め
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
爵
号
は
、
当
時
形
骸
化
し
ほ
と
ん
ど
実
質
を
伴
わ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
例
え
名
目
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
節
度
使
に
よ
る
王
号
使

用
の
開
始
は
、
唐
朝
が
九
世
紀
末
ま
で
維
持
し
て
き
た
封
爵
体
系
の
変
容
を

意
味
す
る
。
で
は
そ
う
し
た
中
で
王
号
は
、
節
度
使
に
と
っ
て
如
何
な
る
意

味
を
持
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
こ
と
を
考
え
る
う
え
で
改
め
て
注
目
し
た
い
史
料
こ
そ
、
第
一
章
で

掲
げ
た
「
舎
利
記
」
で
あ
る
。
録
文
を
参
照
す
る
と
分
か
る
よ
う
に
、「
舎
利

記
」
は
登
場
人
物
中
、
皇
帝
と
盧
龍
節
度
使
に
は
、
空
格
あ
る
い
は
改
行
に

よ
っ
て
書
き
手
で
あ
る
憫
忠
寺
僧
侶
か
ら
の
敬
意
を
表
し
て
い
た
。
こ
れ
を

よ
く
み
る
と
、
歴
代
皇
帝
と
張
仲
武
に
は
、
一
律
に
た
だ
空
格
二
字
分
が
用

い
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が
13
行
目
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
李
可
挙
こ
と

隴
西
令
公
大
王
の
名
を
記
す
際
は
、
唯
一
空
格
で
は
な
く
改
行
を
行
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
通
常
は
、
空
格
よ
り
も
改
行
の
方
が
格
上
の
相
手
に
使
用
さ

れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
李
可
挙
の
み
が
例
外
的
に
、「
舎
利
記
」
中
で
最
上

の
敬
意
を
払
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

李
可
挙
が
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
た
理
由
こ
そ
、
彼
の
肩
書
「
大
王
」、
す
な

わ
ち
王
号
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
同
じ
盧
龍
節
度
使
で
あ

り
な
が
ら
、
爵
号
が
郡
王
に
と
ど
ま
っ
た
張
仲
武）

30
（

に
は
、「
舎
利
記
」
は
改
行

を
用
い
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。「
舎
利
記
」
作
成
者
で
あ
る
憫
忠
寺
僧
侶

に
と
っ
て
は
、
張
仲
武
も
李
可
挙
も
共
に
在
地
の
有
力
な
パ
ト
ロ
ン
で
あ
り
、

火
災
と
弾
圧
に
伴
い
衰
退
し
た
寺
院
を
復
興
さ
せ
、
舎
利
の
供
養
に
尽
力
し

た
と
い
う
業
績
も
互
い
に
遜
色
な
い
。
ま
た
、
中
書
令
を
意
味
す
る
「
令
公
」

部
分
に
関
し
て
も
、
張
仲
武
は
同
中
書
門
下
平
章
事
に
就
任
し
て
宰
相
に
列

せ
ら
れ
て
お
り）

31
（

、
こ
の
点
で
張
仲
武
が
李
可
挙
に
著
し
く
劣
っ
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
こ
の
二
人
を
差
別
化
し
得
る
の
は
、「
舎
利
記
」
が
張
仲
武
に
は

節
度
使
を
示
す
「
旌
麾
」
を
用
い
、
対
す
る
李
可
挙
に
は
王
号
の
尊
称
で
あ

る
「
大
王
」
を
用
い
た
こ
と
以
外
に
は
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。



一
一
四

　

加
え
て
看
過
で
き
な
い
の
は
、「
舎
利
記
」
が
歴
代
皇
帝
の
事
跡
に
触
れ
る

際
、
た
だ
の
一
度
も
改
行
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
元
来
憫
忠
寺
は
唐
朝
廷

と
の
縁
故
が
深
く
、
舎
利
を
楼
閣
に
移
す
際
に
も
、
時
の
皇
帝
昭
宗
の
最
終

許
可
を
求
め
て
い
た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
憫
忠
寺
僧
侶
ら
は
皇
帝
に
対
し
、

李
可
挙
に
対
す
る
ほ
ど
の
敬
意
を
表
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
「
舎
利
記
」
の
表
現
を
踏
ま
え
た
と
き
、
九
世
紀
末
の
節

度
使
の
王
号
を
、
形
式
的
で
全
く
無
意
味
な
も
の
と
即
断
す
る
こ
と
は
で
き

ま
い
。
少
な
く
と
も
幽
州
に
お
い
て
、
王
号
を
冠
し
た
節
度
使
は
、
従
来
の

節
度
使
ど
こ
ろ
か
、
と
も
す
れ
ば
時
の
皇
帝
す
ら
凌
駕
す
る
扱
い
を
受
け
た

の
で
あ
る
。

　

無
論
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
皇
帝
を
頂
点
と
す
る
唐
朝
支
配
秩
序
、
と
い

う
理
想
の
下
で
は
決
し
て
あ
り
得
な
い
。
し
か
し
、「
舎
利
記
」
作
成
期
は
、

黄
巣
の
乱
に
よ
っ
て
最
早
唐
朝
の
権
威
な
ど
全
く
失
墜
し
た
時
期
で
あ
っ
た

﹇
堀
一
九
五
一
、
三
〇
二
頁
﹈。
そ
う
し
た
情
勢
も
あ
っ
て
か
、
盧
龍
節
度
使

李
匡
威
は
「（
管
下
の
）
幽
州
一
帯
の
兵
器
を
修
繕
し
、
四
海
を
併
呑
し
よ
う

と
の
志
を
有）

32
（

」
し
、
ま
た
京
師
の
人
々
か
ら
「
金
頭
王
（
李
匡
威
）
が
唐
朝

に
対
す
る
陰
謀
を
目
論
ん
で
や
っ
て
来
る）

33
（

」
と
噂
さ
れ
る
な
ど
、
唐
朝
簒
奪

の
意
志
を
露
わ
に
し
て
い
た
。
九
世
紀
末
は
封
爵
制
度
の
み
な
ら
ず
、
唐
朝

の
支
配
そ
の
も
の
、
さ
ら
に
は
唐
朝
の
臣
下
と
し
て
の
盧
龍
節
度
使
の
在
り

方
に
も
、
変
化
が
兆
し
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
憫
忠

寺
僧
侶
が
土
木
工
事
を
許
可
し
た
だ
け
の
皇
帝
よ
り
、
実
際
に
金
品
を
投
じ

て
く
れ
た
盧
龍
節
度
使
の
方
に
傾
倒
す
る
の
は
ご
く
自
然
で
あ
ろ
う
。
以
上

の
よ
う
な
現
実
に
鑑
み
れ
ば
、
当
該
時
期
に
作
成
さ
れ
た
「
舎
利
記
」
に
み

え
る
「
大
王
」
号
と
そ
の
表
記
形
式
こ
そ
、
唐
朝
が
次
第
に
節
度
使
を
抑
え

込
め
な
く
な
り
、
地
方
へ
の
求
心
力
を
失
っ
て
ゆ
く
、
唐
末
混
乱
期
の
政
治

情
勢
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

た
だ
し
、
王
号
は
あ
く
ま
で
、
最
終
的
に
は
唐
朝
か
ら
授
け
ら
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
。
盧
龍
節
度
使
が
明
確
な
自
立
政
権
を
樹
立
す
る
の
は
、
後

梁
の
乾
化
元
年
（
九
一
一
）、
李
可
挙
の
元
部
下
で
あ
っ
た
劉
仁
恭
の
子
劉
守

光
が
、
国
号
を
大
燕
と
し
、
皇
帝
を
名
乗
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
り）

34
（

、
本
稿
で
扱
っ
た
時
期
は
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
過
渡
的
な
段
階
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
幽
州
憫
忠
寺
の
石
碑
「
重
蔵
舎
利
記
」
を
手
掛
か
り
に
、
盧

龍
節
度
使
が
九
世
紀
末
に
使
用
し
た
「
大
王
」
号
に
つ
い
て
検
討
し
た
。「
舎

利
記
」
で
は
、
盧
龍
節
度
使
李
可
挙
が
「
大
王
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
こ

の
呼
称
は
「
舎
利
記
」
の
み
な
ら
ず
、『
桂
苑
筆
耕
集
』
や
『
耳
目
記
』
な

ど
、
八
八
〇
〜
八
九
〇
年
代
の
史
料
に
確
認
で
き
た
。
こ
の
頃
、
唐
朝
で
は

節
度
使
な
ど
庶
姓
が
、
元
来
宗
室
の
み
に
与
え
ら
れ
て
き
た
王
号
を
使
用
す

る
よ
う
に
な
る
と
い
う
封
爵
制
度
の
変
化
が
起
こ
っ
て
い
た
。「
大
王
」
号

は
、
こ
の
王
号
に
対
す
る
尊
称
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
「
舎
利

記
」
の
空
格
・
改
行
の
形
式
か
ら
は
、
王
号
を
持
つ
節
度
使
が
憫
忠
寺
の
僧

侶
か
ら
、
皇
帝
に
も
勝
る
敬
意
を
払
わ
れ
て
い
た
形
跡
が
み
え
て
く
る
。
九



唐
末
の
盧
龍
節
度
使
に
お
け
る
「
大
王
」
号
の
出
現

一
一
五

世
紀
末
、
朝
廷
の
権
力
・
権
威
は
黄
巣
の
乱
に
よ
っ
て
大
打
撃
を
受
け
て
お

り
、
対
す
る
盧
龍
節
度
使
は
唐
朝
を
簒
奪
し
て
天
下
を
狙
お
う
と
す
る
野
心

を
抱
い
て
い
た
。
か
か
る
唐
朝
廷
と
節
度
使
と
の
政
治
的
・
軍
事
的
な
力
関

係
が
、「
舎
利
記
」
の
書
式
に
も
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、「
舎
利
記
」
は
そ
も
そ
も
仏
教
史
料
で
あ
る
が
、
節
度
使
の
世
俗
に

お
け
る
王
号
が
、
仏
教
界
に
お
け
る
「
転
輪
聖
王
」
な
ど
の
王
号
と
対
応
し

て
い
る
こ
と
が
、
本
稿
「
は
じ
め
に
」
で
言
及
し
た
十
世
紀
帰
義
軍
節
度
使

の
場
合
に
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
﹇
赤
木
二
〇
一
〇
、
六
八－

七
〇
頁
﹈。
ま

た
、
唐
朝
の
滅
亡
後
、
中
華
世
界
で
は
、
例
え
ば
「
平
王
」
や
「
真
王
」
の

よ
う
な
、
様
々
な
「
王
」
が
誕
生
し
た
﹇
山
崎
二
〇
〇
一
／
山
崎
二
〇
〇
九
﹈。

さ
ら
に
王
爵
も
、
唐
代
に
は
外
国
君
主
の
み
に
用
い
ら
れ
て
い
た
「
国
王
」

号
を
組
み
細
分
化
さ
れ
て
い
っ
た
﹇
曾
成
二
〇
一
二
、
二
三
五－

二
三
九
頁
﹈。

今
後
は
こ
の
よ
う
に
、
仏
教
と
の
関
連
や
五
代
期
へ
の
展
望
も
考
慮
し
な
が

ら
、
王
号
と
節
度
使
の
活
動
と
の
関
連
を
解
明
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

史
料
版
本

・『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』『
旧
五
代
史
』『
宋
史
』『
資
治
通
鑑
』『
太
平
広
記
』
＝
中
華
書

局
標
点
本
。

・『
文
苑
英
華
』『
全
唐
文
』
＝
中
華
書
局
影
印
本
。

・『
冊
府
元
亀
』
＝
『
宋
本
冊
府
元
亀
』
中
華
書
局
影
印
本
。

・『
元
氏
長
慶
集
』
＝
四
部
叢
刊
初
編
（
江
南
図
書
館
蔵
明
嘉
靖
刊
本
）。

・『
権
載
之
文
集
』
＝
四
部
叢
刊
初
編
（
無
錫
孫
氏
蔵
大
興
朱
氏
刊
本
）。

・『
桂
苑
筆
耕
集
』
＝
党
銀
平
（
校
注
）『
桂
苑
筆
耕
集
校
注
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
。

・『
全
唐
文
補
遺
』
＝
三
秦
出
版
社
。

・『
全
唐
文
新
編
』
＝
吉
林
文
史
出
版
社
。

・『
法
源
寺
貞
石
図
録
』
＝
一
誠
（
主
編
）『
法
源
寺
貞
石
図
録
』
五
洲
伝
播
出
版
社
、
二

〇
〇
六
年
。

・『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
滙
編
』
＝
中
州
古
籍
出
版
社
。

・『
金
石
萃
編
』
＝
『
石
刻
史
料
新
編
』
第
一
冊
〜
第
四
冊
に
収
録
。

・『
常
山
貞
石
志
』
＝
『
石
刻
史
料
新
編
』
第
一
八
冊
に
収
録
。

・『
房
山
石
経
題
記
』
＝
『
房
山
石
経
題
記
滙
編
』
書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
八
七
年
。

参
考
文
献
（
著
者
名
五
十
音
順
）

赤
木
崇
敏　

二
〇
一
〇
「
十
世
紀
敦
煌
の
王
権
と
転
輪
聖
王
観
」『
東
洋
史
研
究
』
六
九－

二
、
五
九－

八
九
頁
。

今
堀
誠
二　

一
九
四
二
「
唐
代
封
爵
制
拾
遺
」『
社
会
経
済
史
学
』
二
〇－

四
、
八
七－

一

一
九
頁
。

栄　

新
江　

一
九
九
六
「
帰
義
軍
歴
任
節
度
使
的
卒
立
世
系
与
称
号
」『
帰
義
軍
史
研
究 

―
唐
宋
時
代
敦
煌
歴
史
考
索
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
六
〇－

一
四
七
頁
。

王　

成
生　

一
九
八
七
「
遼
寧
朝
陽
市
遼
劉
承
嗣
族
墓
」『
考
古
』
二
三
三－

二
、
一
三
一

－

一
四
五
頁
。

金
子
修
一　

一
九
八
四
「
唐
代
冊
封
制
一
斑 

―
周
辺
諸
民
族
に
お
け
る
「
王
」
号
と
「
国

王
」
号
」
西
嶋
定
生
博
士
還
暦
記
念
論
叢
編
集
委
員
会
（
編
）『
東
ア
ジ
ア
史
に
お
け
る

国
家
と
農
民
』
山
川
出
版
社
（
再
録
：
金
子
二
〇
〇
一
、
一
七
三－

二
〇
四
頁
）。

―　
一
九
八
六
「
唐
代
の
異
民
族
に
お
け
る
郡
王
号
に
つ
い
て 

―
契
丹
・
奚
を
中
心

に
し
て
」『
山
梨
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
三
六
（
再
録
：
金
子
二
〇
〇
一
、
二
〇
六

－

二
三
三
頁
）。

―　
二
〇
〇
一
『
隋
唐
の
国
際
秩
序
と
東
ア
ジ
ア
』
名
著
刊
行
会
。

呉　

光
華　

一
九
八
一
「
唐
代
盧
龍
初
期
之
政
局
」『
史
原
』
一
一
、
一
二
五－

一
六
八

頁
。―　

一
九
九
〇
「
唐
代
幽
州
地
域
主
義
的
形
成
」
淡
江
大
学
中
文
系
（
主
編
）『
晩
唐

的
社
会
与
文
化
』
学
生
書
局
、
二
〇
一－

二
三
八
頁
。

静
永　

健　

二
〇
一
三
「
新
羅
文
人
崔
致
遠
と
唐
末
節
度
使
高
駢
の
前
半
生
」
濱
田
二
〇



一
一
六

一
三
、
二
五－

五
七
頁
に
収
録
。

周
藤
吉
之　

一
九
八
三
「
唐
末
淮
南
高
駢
の
藩
鎮
体
制
と
黄
巣
徒
党
と
の
関
係
に
つ
い
て 

―
新
羅
末
の
崔
致
遠
の
著
『
桂
苑
筆
耕
集
』
を
中
心
と
し
て
」『
東
洋
学
報
』
六
八－

三

／
四
（
再
録
：『
宋
・
高
麗
制
度
史
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
、
五
二
一－

五
五
二

頁
）。

盛　

会
蓮　

二
〇
〇
七
「
隋
唐
時
期
幽
州
弘
業
寺
蔵
舎
利
史
事
考
」『
文
物
春
秋
』
九
三－

一
、
三
四－

三
七
、
六
八
頁
。

―　
二
〇
一
一
「
隋
仁
寿
年
間
幽
州
蔵
舎
利
史
事
再
検
討
」『
文
物
春
秋
』
一
二
一－

五
、
一
二－

一
六
頁
。

曾　
　

成　

二
〇
一
二
「
唐
末
五
代
王
爵
考
」『
魏
晋
南
北
朝
隋
唐
史
資
料
』
二
八
、
二
二

四－

二
四
二
頁
。

谷
川
道
雄　

一
九
八
八
「
河
朔
三
鎮
に
お
け
る
藩
帥
の
承
継
に
つ
い
て
」
栗
原
益
男
先
生

古
稀
記
念
論
集
編
集
委
員
会
（
編
）『
中
国
古
代
の
法
と
社
会
』
汲
古
書
院
、
三
八
五－

三
九
八
頁
。

陶　

晋
生　

二
〇
一
三
『
宋
遼
金
史
論
叢
』
中
央
研
究
院
聯
経
出
版
事
業
。

礪
波　

護　

一
九
八
六
『
唐
代
政
治
社
会
史
研
究
』
同
朋
舎
。

杜　

文
玉　

二
〇
〇
三
「
五
代
叙
封
制
度
初
探
」『
史
学
月
刊
』
一
〇
、
三
二－

三
七
頁
。

杜
文
玉
・
王
麗
梅　

二
〇
〇
三
「
五
代
十
国
封
爵
制
度
初
探
」『
陝
西
師
範
大
学
継
続
教
育

学
報
』
二
〇－

四
、
八
六－

九
一
頁
。

中
村
裕
一　

一
九
八
六
「
唐
代
藩
鎮
の
幕
職
補
任
文
書
」『
史
学
研
究
室
報
告
』
五
（
再

録
・
改
題
：『
唐
代
官
文
書
研
究
』
中
文
出
版
社
、
一
九
九
一
、
二
八
三－

三
〇
八
頁
）。

仁
井
田
陞　

一
九
三
九
「
唐
代
の
封
爵
及
び
食
封
制
」『
東
方
学
報
』（
東
京
）
一
〇－
一
、

一－

六
三
頁
。

濱
田
耕
策
（
研
究
代
表
）　

二
〇
〇
三
『
研
究
成
果
報
告
書　

崔
致
遠
撰
『
桂
苑
筆
耕
集
』

に
関
す
る
総
合
的
研
究
』
九
州
大
学
教
育
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
研
究
拠
点
形
成
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
Ｂ－

2
（13042

）。

―
（
編
著
）　

二
〇
一
三
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
知
識
人　

崔
致
遠
の
人
と
作
品
』
九
州

大
学
出
版
会
。

馮　

金
忠　

二
〇
〇
二
「
唐
代
幽
州
鎮
組
織
体
制
探
微
」『
中
国
史
研
究
』
二
〇
〇
二－

二

（
再
録
・
改
題
：
馮
金
忠
二
〇
一
二
Ａ
、
五－

一
九
頁
）。

―　
二
〇
〇
六
「
幽
州
鎮
与
唐
代
后
期
政
治
」『
中
国
辺
彊
史
地
研
究
』
二
〇
〇
六－

三
（
再
録
：
馮
金
忠
二
〇
一
二
Ａ
、
二
〇
八－

二
二
〇
頁
）。

―　
二
〇
一
二
Ａ
『
唐
代
河
北
藩
鎮
研
究
』
科
学
出
版
社
。

―　
二
〇
一
二
Ｂ
「
地
域
主
義
与
唐
代
河
北
藩
鎮
之
命
運
」
馮
金
忠
二
〇
一
二
Ａ
、

一
九
四－

二
〇
七
頁
。

―　
二
〇
一
二
Ｃ
「
新
出
唐
成
徳
節
度
使
王
士
真
墓
誌
考
釈
」
馮
金
忠
二
〇
一
二
Ａ
、

二
四
九－

二
五
八
頁
。

藤
枝　

晃　

一
九
四
二
「
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
始
末
（
三
）」『
東
方
学
報
』（
京
都
）
一
三

－

一
、
六
三－

九
五
頁
。

堀　

敏
一　

一
九
五
一
「
唐
末
諸
反
乱
の
性
格 

―
中
国
に
お
け
る
貴
族
政
治
の
没
落
に
つ

い
て
」『
東
洋
文
化
』
七
（
再
録
：『
唐
末
五
代
変
革
期
の
政
治
と
経
済
』
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
二
、
二
六
六－

三
一
〇
頁
）。

松
井
秀
一　

一
九
五
九
「
盧
龍
藩
鎮
攷
」『
史
学
雑
誌
』
六
八－

一
二
、
一－

三
六
頁
。

松
浦
典
弘　

二
〇
〇
九
「
唐
代
河
北
地
域
の
藩
鎮
と
仏
教 

―
幽
州
（
盧
龍
軍
）
節
度
使
の

事
例
か
ら
」『
大
手
前
大
学
論
集
』
一
〇
、
五
七－

七
六
頁
。

松
島
才
次
郎　

一
九
六
八
「
唐
の
封
爵
に
つ
い
て
」『
信
州
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
二
〇
、

一
二
三－

一
三
五
頁
。

森
部　

豊　

一
九
九
七
「「
唐
魏
博
節
度
使
何
弘
敬
墓
誌
銘
」
試
釈
」『
吉
田
寅
先
生
古
稀

記
念
ア
ジ
ア
史
論
集
』
吉
田
寅
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
委
員
会
（
録
文
再
録
：『
ソ

グ
ド
人
の
東
方
活
動
と
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
の
歴
史
的
展
開
』
関
西
大
学
出
版
部
二
〇

一
〇
、
三
一
二－

三
一
八
頁
）。

森
安
孝
夫　

二
〇
〇
〇
「
河
西
帰
義
軍
節
度
使
の
朱
印
と
そ
の
編
年
」『
内
陸
ア
ジ
ア
言
語

の
研
究
』
一
五
、
一－

一
二
一
頁
。

山
崎
覚
士　

二
〇
〇
一
「
呉
越
国
王
と
「
真
王
」
概
念 

―
五
代
十
国
の
中
華
秩
序
」『
歴

史
学
研
究
』
七
五
二
（
再
録
・
改
題
：
山
崎
二
〇
一
〇
、
一
〇
二－

一
三
二
頁
）。

―　
二
〇
〇
九
「
五
代
の
「
中
国
」
と
平
王
」
宋
代
史
研
究
会
（
編
）『「
宋
代
中
国
」

の
相
対
化
』
汲
古
書
院
（
再
録
：
山
崎
二
〇
一
〇
、
三
五－

六
六
頁
）。

―　
二
〇
一
〇
『
中
国
五
代
国
家
論
』
思
文
閣
出
版
。



唐
末
の
盧
龍
節
度
使
に
お
け
る
「
大
王
」
号
の
出
現

一
一
七

山
根
直
生　

二
〇
〇
〇
「
唐
末
に
お
け
る
藩
鎮
体
制
の
変
容 

―
淮
南
節
度
使
を
事
例
と
し

て
」『
史
学
研
究
』
二
二
八
、
二
六－

四
九
頁
。

楊　

光
輝　

二
〇
〇
四
『
漢
唐
封
爵
制
度
』
学
苑
。

注（
1
）  

幽
州
節
度
使
と
盧
龍
節
度
使
は
、
本
来
は
そ
れ
ぞ
れ
幽
州
と
平
州
に
置
か
れ
た

別
の
節
度
使
で
あ
っ
た
。
し
か
し
安
史
の
乱
を
経
て
、
一
人
の
節
度
使
が
双
方
の

軍
団
を
掌
握
す
る
よ
う
に
な
り
、
盧
龍
節
度
使
の
会
府
も
幽
州
に
併
設
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
﹇
馮
金
忠
二
〇
〇
二
﹈。
た
だ
し
、
幽
州
節
度
使
・
盧
龍
節
度
使
の
表

記
の
区
別
は
、
史
料
上
で
も
各
研
究
者
間
で
も
厳
密
で
は
な
く
、
統
一
も
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
幽
州
を
会
府
に
幽
州
軍
・
盧
龍
軍
双
方
を
統

括
し
た
こ
の
節
度
使
の
表
記
を
「
盧
龍
節
度
使
」
に
統
一
す
る
。

（
2
）  

帰
義
軍
節
度
使
の
「
大
王
」
号
は
、
藤
枝
晃
﹇
一
九
四
二
、
七
〇
頁
、
七
三－

七
四
頁
、
注
一
三
七
﹈
が
注
目
し
て
以
来
多
く
の
研
究
が
あ
り
、
中
原
王
朝
か
ら

の
賜
与
と
す
る
見
方
﹇
栄
新
江
一
九
九
六
、
九
六
頁
﹈
と
、
あ
く
ま
で
自
称
で
あ

り
帰
義
軍
節
度
使
の
独
立
性
を
意
味
す
る
と
い
う
見
方
﹇
森
安
二
〇
〇
〇
、
八
八

－

八
九
頁
／
赤
木
二
〇
一
〇
、
七
〇－

七
一
頁
﹈
と
の
二
説
が
存
在
し
て
、
十
世

紀
の
敦
煌
政
権
の
性
格
を
巡
る
重
要
な
論
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

（
3
）  

な
お
憫
忠
寺
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
中
国
仏
教
図
書
文
物
館
（
編
）『
法
源
寺
』

﹇
法
源
寺
流
通
処
、
一
九
八
一
﹈
も
あ
る
が
、
現
時
点
で
未
見
。

（
4
）  

尚
書
省
の
長
官
で
あ
る
尚
書
令
は
、
唐
で
は
李
世
民
以
来
空
席
と
さ
れ
て
き
た

の
で
﹇
礪
波
一
九
八
六
、
二
三
一
頁
﹈、
こ
の
「
令
公
」
に
は
該
当
し
な
い
。

（
5
）  

以
下
の
記
述
は
、
主
と
し
て
『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
の
李
茂
勳
・
李
可
挙
・
李

全
忠
・
李
匡
威
伝
に
、
特
に
編
年
は
『
資
治
通
鑑
』
に
よ
る
。

（
6
）  

『
桂
苑
筆
耕
集
』
に
関
す
る
研
究
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
無
い
が
、
日
本
・
中
国
・

韓
国
の
成
果
を
総
覧
し
た
研
究
報
告
に
濱
田
二
〇
〇
三
が
、
最
新
の
著
書
に
濱
田

二
〇
一
三
が
あ
る
、
た
だ
し
、
多
く
の
考
察
は
朝
鮮
史
、
あ
る
い
は
崔
致
遠
個
人

の
人
物
史
に
主
眼
が
置
か
れ
て
き
た
。
藩
鎮
研
究
に
本
史
料
を
積
極
的
に
利
用
し

た
も
の
に
は
、
周
藤
一
九
八
三
／
中
村
一
九
八
六
／
山
根
二
〇
〇
〇
／
静
永
二
〇

一
三
な
ど
が
あ
る
が
、
所
収
の
書
簡
案
件
に
対
す
る
本
格
的
な
分
析
は
未
だ
な
さ

れ
て
い
な
い
。

（
7
）  

『
桂
苑
筆
耕
集
』
巻
十
「
幽
州
李
可
挙
大
王
」
中
和
年
間
、
三
〇
九－

三
一
〇

頁
。

（
8
）  

作
成
年
代
は
、
党
銀
平
校
注
本
、
二
二
〇
頁
の
考
証
に
依
る
。

（
9
）  

今
遣
諸
葛
果
卿
、
假
以
郵
巡
修
聘
（『
桂
苑
筆
耕
集
』
巻
八
「
幽
州
李
可
挙
大
王

四
首
」
二
二
〇
頁
）。

（
10
）  

幸
蒙
侍
中
大
王
不
賤
家
丘
、
深
知
國
産
。
曲
垂
厚
獎
、
頻
辱
好
音
。〈
中
略
〉
今

國
患
未
除
、
鄰
仇
不

。
甚
欲
慎
言
結
舌
、
其
如
憤
氣
填
胸
。
略
假
箋
毫
、
具
陳

事
實
。
恃
惠
子
之
知
我
、
望
明
王
之
鑒
賢
。

（
11
）  

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
五
三
、
広
明
元
年
（
八
八
〇
）
三
月
、
八
二
二
三
頁
。
な
お

高
駢
の
事
績
は
、
山
根
二
〇
〇
〇
／
静
永
二
〇
一
三
、
五
六－

五
七
頁
も
参
照
。

（
12
）  

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
五
四
、
中
和
元
年
（
八
八
一
）
四
月
条
、
八
二
五
〇－

八
二

五
一
頁
。

（
13
）  

侍
中
大
王
族
榮
周
姓
、
爵
尊
漢
封
。
固
多
報
國
之
誠
、
常
貯
安
邦
之
術
。
見
玆

禍
難
、
忍
不
憂
勤
。
某
既
事
征
行
、
輒
申
控
告
。
伏
望
差
兵
士
、
助
平
寇
賊
戎
。

得
貴
藩
精
騎
五
千
、
勝
諸
道
羸
師
十
萬
。

（
14
）  

近
者
列
土
諸
侯
、
盈
庭
多
士
、
唯
以
宦
塗
鋭
士
、
少
於
儒
術
留
心
。
而
乃
侍
中

大
王
博
古
通
今
、
去
華
取
實
。

（
15
）  

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
五
三
、
広
明
元
年
（
八
八
〇
）
七
月
条
、
八
二
三
一
頁
。

（
16
）  

『
旧
唐
書
』
巻
一
四
三
、
劉
済
伝
、
三
九
〇
〇
頁
。

（
17
）  

『
桂
苑
筆
耕
集
』
の
崔
致
遠
の
自
序
（
一
四
頁
）
に
「
中
和
六
年
正
月
」
に
本
書

を
新
羅
王
に
状
奏
し
た
と
あ
る
。
中
和
六
年
と
い
う
年
は
実
際
に
は
存
在
せ
ず
、

光
啓
二
年
（
八
八
六
）
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
年
代
比
定
に
つ
い
て
は
、

党
銀
平
校
注
本
の
考
証
（
一
四
頁
）
も
参
照
。

（
18
）  
是
時
、
常
山
縣
邑
屢
爲

州
中
軍
所
侵
略
。
趙
之
將
卒
疲
於
戰
敵
、
告
急
於
燕

王
李
匡
威
、
率
師
五
萬
來
救
之
。

人
攻
陥
數
城
。
燕
王
聞
之
、
躬
領
五
萬
騎
、

徑
與
晉
師
戰
於
元
氏
。
晉
師
敗
績
、
趙
王
感
燕
王
之
徳
。〈
中
略
〉
趙
王
請
曰
、
某

承
先
代
基
構
、
主
此
山
河
、
每
被
鄰
寇
侵
漁
、
困
於
守
備
。
頼
大
王
武
略
、
累
挫



一
一
八

戎
鋒
。
獲
保
宗

、
實
資
恩
力
。

（
19
）  

『
旧
五
代
史
』
巻
五
四
、
王
鎔
伝
の
注
（
七
二
七
頁
）
参
照
。
な
お
、
王
鎔
伝
と

『
太
平
広
記
』
と
は
一
部
字
句
の
異
同
が
あ
る
が
、
内
容
は
お
お
む
ね
一
致
し
て
い

る
。

（
20
）  
例
え
ば
『
旧
唐
書
』
巻
一
八
〇
、
李
匡
威
伝
（
四
六
八
二
頁
）
な
ど
。

（
21
）  

『
旧
五
代
史
』
王
鎔
伝
の
文
章
は
「
吾
國
爲
晉
人
所
侵
、
垂
將
覆
族
、
賴
公
濟
援

之
力
、
幸
而
獲
存
」
で
あ
る
。

（
22
）  

大
王
居
嫡
長
、
當
爲
天
子
（『
新
唐
書
』
巻
八
一
、

王
重
福
伝
、
三
五
九
四

頁
）。

（
23
）  

尚
書
所
畏
唯
大
王
耳
（『
旧
五
代
史
』
巻
五
三
、
李
存
孝
伝
、
七
一
七
頁
）。

（
24
）  

唐
の
封
爵
制
度
に
つ
い
て
、
国
内
向
け
は
仁
井
田
一
九
三
九
／
今
堀
一
九
四
二

／
松
島
一
九
六
八
／
楊
光
輝
二
〇
〇
四
な
ど
が
、
国
外
向
け
は
金
子
一
九
八
四
／

金
子
一
九
八
六
な
ど
が
検
討
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
総
覧
し
体
系
的
に
整
理
し
た

成
果
に
曾
成
二
〇
一
二
が
あ
る
。

（
25
）  

唐
末
か
ら
五
代
期
に
か
け
て
の
王
爵
に
つ
い
て
は
、
曾
成
二
〇
一
二
の
他
に
、

杜
文
玉
二
〇
〇
三
／
杜
文
玉
・
王
麗
梅
二
〇
〇
三
な
ど
の
論
文
が
あ
る
。

（
26
）  

漢
の
高
祖
は
天
下
統
一
後
、
韓
信
を
楚
王
に
、
彭
越
を
梁
王
に
封
じ
る
な
ど
、

庶
姓
で
あ
っ
て
も
王
に
封
じ
た
。

（
27
）  

光
化
元
年
九
月
、
制
封
魏
博
節
度
使
羅
引（

弘
）信
爲
臨
清
王
（『
冊
府
元
亀
』
巻
一
二

九
、
帝
王
部
、
封
建
、
一
〇
八
頁
）。

（
28
）  

河
朔
三
鎮
に
お
け
る
節
度
使
の
継
承
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
堀
一
九
五
一
、
二

九
二－

二
九
三
頁
／
谷
川
一
九
八
八
な
ど
参
照
。

（
29
）  

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
二
七
、
建
中
三
年
（
七
八
二
）
十
一
月
条
、
七
三
三
五－
七

三
三
六
頁
。
た
だ
し
、
こ
の
王
号
を
唐
朝
は
認
可
し
て
い
な
い
。

（
30
）  

〔
表
3
〕
盧
龍
節
度
使
の
№
12
参
照
。

（
31
）  

『
旧
唐
書
』
巻
一
八
〇
、
張
仲
武
伝
、
四
六
七
九
頁
。

（
32
）  

繕
甲
燕
薊
、
有
吞
四
海
之
志
（『
旧
唐
書
』
巻
一
八
〇
、
李
匡
威
伝
、
四
六
八
二

頁
）。

（
33
）  

金
頭
王
來
謀
社
稷
（『
旧
唐
書
』
巻
一
八
〇
、
李
匡
威
伝
、
四
六
八
二
頁
）。

（
34
）  

『
旧
五
代
史
』
巻
二
七
、
荘
宗
本
紀
、
三
七
六
頁
。
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The use of the title “Great King” （大王） by the military 
governor of Lu-long （盧龍） at the end of the Tang dynasty

NIIMI Madoka

 This paper investigates the use of the title “Great King” （大王） by the 
military governor of Lu-long （盧龍） at the end of the ninth century, using a 
stone inscription called the “Zhongcan sheliji （重蔵舎利記）” at Mingzhong （憫
忠） temple in You-zhou （幽州） as a reference. In this inscription, Li-Keju （李
可挙）, military governor of Lu-long, is called “Great King,” but this is not an 
isolated occurrence; I have been able to confi rm its use in other historical 
sources from the 880s and 890s, such as Guiyuan bigeng ji  （『桂苑筆耕集』） 
and Ermu ji （『耳目記』）. Around this time, changes in the Tang system of 
investiture permitted individuals of commoner origin, such as military 
governors, to use the title of “king” （王）, a privilege formerly reserved for 
members of the imperial family. “Great King” is presumed to be an honorifi c 
form of this title. Moreover, the forms of spacing and line breaks employed in 
the inscription suggest that the monks of Minzhong temple were according a 
military governor with the title of king even greater respect than the 
emperor. In the late-ninth century, the power and prestige of the imperial 
court had been dealt a major blow by the rebellion of Huang-Chao （黄巣）, and 
the military governor of Lu-long had embraced the ambition of overthrowing 
the Tang court and seizing the empire for himself. Such power relations, 
political and military, between the Tang court and the military governor 
would appear to have infl uenced the style and format of the “Zhongcan sheliji” 
inscription.

キーワード： 盧龍節度使（Military Governor of Lu-Long）、大王（Great King）、
李可挙（Li-Ke ju）、爵号（title）


